
　3月5日、中央公民館で第9回目の「道徳のまち笠松」のつどいが300人の参加者を得て開催されました。
　会場の入り口では、平成28年度の「道徳のまち笠松」が取り組んだ活動の様子をパネルで紹介しました。
　ホールの中では、情報紙の「ちょっといい話」を掲示し、皆さんに楽しく読んでいただきました。さらに、
平成28年度に開催された第3回“かさまつ いいね”写真展の全応募作品を展示しました。写真展には、
一般の部と児童・生徒の部を合わせて122点の応募があり、その
中から入賞作品6点を選び、表彰式を行いました。
　つどいは2部に分かれ、第１部では岐阜工業高等学校デザイン
工学科の有志が、道徳のまち笠松への思いを発表してくださいま
した。大ホールには、デザイン工学科の卒業作品が並び、会場
に華を添えていただけました。
　第2部では、「7代目が語る二宮 金次郎」～日常にねむる幸せの
種～という演題で、中桐 万里子さんから講演をいただきました。
金次郎の①「まずは知る。よく見て気付く。」  ②「そして行動する。
工夫して実践する。」ことの大切さを教えていただき、生きる勇気を
与えていただきました。
　ホールの聴衆は、素敵な講演内容に聞きほれ、積小為大や
「takeの達人」になることの大切さを再認識されたことでしょう。
　つどい後のアンケートには、「講演が分かりやすくて、とてもよかっ
た。」「偉人を再発見した。」「来年も参加したい。」などの感想が寄
せられました。

金次郎の実践を講演中の中桐さん

デザイン工学科有志による発表
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激
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